
　昭和６２年４月から７期２２年にわたり、土山町議会
議員、甲賀市議会議員として、地方自治の振興と
住民福祉の向上に尽力されました。
　この間、議長などの要職を歴任され、多年にわ
たる豊富な知識と経験により幅広い分野において
その手腕を発揮されました。平成２６年６月には、
名神名阪連絡道路の早期実現をめざし、市議会議
員の全員で構成された名神名阪連絡道路整備促進
甲賀市議員連盟の設立に貢献されました。

　昭和４６年から３８年間にわたり、滋賀県職員とし
て、農政水産部長、政策調整部長、会計管理者等
を歴任し、県勢伸展に尽力されました。
　この間、常に住民福祉の向上のために豊富な経
験と卓抜した識見、優れた行動力をもって率先垂範
して尽力され、地方自治の発展に貢献されました。
　その後、滋賀県体育協会（現：滋賀県スポーツ
協会）の理事長、副会長などに就任され、多分野
でその力を発揮されました。

　２２年にわたり、民生委員・児童委員として地域
福祉向上に尽力されています。特に信楽の民児協
で高齢者や障がい者などの緊急時に備える救急医
療情報キット（命のバトン）配布事業を中心となっ
て進められました。
　また、平成２９年の民生委員制度創設１００周年に
は、市民児協連会長として、記念大会の開催に取り
組まれるなど地域の福祉を担う民生委員・児童委員
の活動を広く周知するよう努められました。
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　半世紀以上にわたり、土山茶の振興のため茶業
に従事されました。茶樹の被覆方法の研究を重ね、
高品質なかぶせ茶の栽培技術を確立されました。
　平成２年には、経営や農作業、農業機械・施設利
用などを共同化し、コスト削減や経営の安定を図っ
た農事組合法人グリーンティ土山を設立するととも
に、平成６年からは滋賀県指導農業士として担い手
の育成・指導にも尽力され、本市の農業振興に大
きく貢献されました。

　昭和５４年から大津赤十字病院に勤務され、病院
における検査の充実の必要性を痛感し、幾多の学
会等に参加、発表するなど研さんを重ね、医療の
診断技術の向上に寄与されました。
　また、多年にわたり滋賀県医師会精度管理委員・
滋賀県臨床検査技師会精度管理委員として、質の
高い臨床検査データを保障する事業を確立し、県
民の健康増進に寄与されました。

　平成９年３月に保護司を委嘱されてから現在に至
るまでの永きにわたり、社会奉仕の精神をもって罪
を犯した人たちの改善更生に尽力されています。
　甲賀保護区保護司会においても，理事、副会長
を経て平成２９年５月から会長に就任し，保護司会活
動の運営および保護司活動の推進に大きく寄与さ
れるとともに犯罪や非行のない明るい地域社会の実
現に努められています。
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平成３０年秋の叙勲、秋の褒章で市内から次の方が受章されました。
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　障がいのある人が、住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまちにするために、一人
ひとりにできる手助けや配慮を紹介します。
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